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8) 大島清,加藤俊最 大内力 『人物 ･日本資本主義』2,東京大学出版会,1974年,291-2ペ
ージ｡















































































































17) 楠本雅弘編著 『農山漁村経済更生運動と小平桂一』不二出版,1983亀 32ページO























18) この指摘Lも El本農業研究会編 『日本農業年報』第2号 (改造社,1933年)302-3ページに
依った｡ また,大震会内務省史編集委員会霜 『内務省史』第2巻の507ページにおいても, ｢自
力更生｣という言葉が用いられるようになった始まりを,上記の 『日本農業年報』にしたがって
いる｡
























































































25) 前掲 『農山漁村経済更生運動 と小平権-』34ページ｡
26) 前掲 『日本農業年報』第4号,118ページb



















































































33) 高橋是清遣述 『高橋是清経済論』千倉書見 1936年,312-3ページ｡
34) 前掲 『評伝高橋是清』52ページ｡





























38) 原朗 旨堆 『西園寺公と政局』第3巻,岩波書店,1951年,187ページ.
39) 前掲 『随想録』239ページ｡










Ⅴ 結 論 と 展 望
以上の考察によって,高橋是清の財政および経済思想に前田正名と彼が編纂
した 『興業意見』が,いかに大きな影響を与えていたかが理解されたと思うo
高橋が 『興業意見』の編集にかかわって得た思想-｢根本から考える｣ことの
重要性が,1930年代の昭和農業恐慌対策に具体化された時,それは｢自力更生｣
論への強烈な固執となって現われたのである｡
高橋の自力更生論は,軍事費の増大と相まって,教典土木事業を主体とする
時局匡救事業をわずか3年間で打ち切らせ,農村対策を農民の ｢自奮自励｣を
基調とした安あがりの農政へ導く理論的根拠を与えた｡1932(昭和7)年9月,
農林省経済更生部の設置から本格化する農村経済更生運動は,この基盤上で展
開される｡
かかる ｢自力更生｣の名による農村対策は,工業に対する農業不況の相対的
深化をもたらしただけではない｡農業と対照的な軍需による重化学工業の発展
と財閥の繁栄が,財転馴こ対する国民の不満をつのらせるとともに,農村問題を
解決する力のない議会政治への不信を高めていった｡こうした情勢を煽動し,
右翼や青年将校による一連のテロやクーデタ-を利用しながら,軍部を中心と
するファシズム勢力が,農村を自己の政治的支持基盤にとりこみつつ,権力の
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中枢を掌握していくのである｡以上の意味において,高橋是清の自力更生論に
ょる農村への財政支出の抑制は,高橋の意図にかかわらず,1930年代における
日本のファシズム化を促進させる上で,非常に重要な役割を果たしたと言わな
ければならないであろう｡
高橋是清の死後,｢自力更生｣主義は,もはや前田正名の主張のもつ ｢下か
ら｣の産業振興の側面を完全に失い,官製のスローガソとして経済更生運動を
担う｡その後,戦時統制-総動員体制の一環に位置づけられ,太平洋戦争の開
始とともに,人口と食糧の確保をめざす皇国農村建設運動に受け継がれる｡こ
うして,昭和恐慌の農村救済策として出発した経済更生運動は,ファシズム体
制へ農村を統合する組織として,農村の軍事的支配機能を果たしていったので
ある｡
最後に,以上のようにみてくると,高橋是清の ｢自力更生｣論は,′単に高橋
の財政 ･経済思想の一部をなしているのではなく,まさに,高橋の思想の根本
に位置し,かつ高橋の思想を理解する前提をなしていることがわかる｡これが,
本稿のテーマを ｢高橋財政経済思想研究序説｣と名づけた理由である｡
